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(57)【要約】
【課題】送電系統の合流部を介して外部電源が接続され
ていないコネクタに電流が回り込むのを防止することが
できる電動式建設機械を提供する。
【解決手段】コネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃに接続さ
れた送電系統７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃは、共有系統７３
に合流してから、バッテリ充電機能を有する制御装置３
５に接続されている。送電系統７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃ
には開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，
７４Ｃａ，７４Ｃｂが設けられている。リレー回路７５
Ａ，７５Ｂ，７５Ｃでは、コネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５
９Ｃのいずれかと外部電源のプラグが接続された場合に
、コネクタ側とプラグ側の接続検出用端子の接続によっ
て対応する制御リレー（７６Ａ，７６Ｂ，７６Ｃのいず
れか）のコイルが通電して、その制御リレーの接点が閉
状態に切換わり、この接点を介して対応する開閉器のコ
イルが通電して、その開閉器の接点が閉状態に切換わる
。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動モータと、
　前記電動モータによって駆動される油圧ポンプと、
　前記油圧ポンプから吐出された圧油により駆動される油圧アクチュエータと、
　前記電動モータの電力源である内部バッテリと、
　複数種類の外部電源のプラグがそれぞれ接続可能な複数のコネクタと、
　前記複数のコネクタにそれぞれ接続された複数の送電系統と、
　前記複数の送電系統が１つの共用系統を介して接続されたバッテリ充電部とを備え、
　前記バッテリ充電部は、前記複数のコネクタのうちのいずれかが前記外部電源のプラグ
と接続された場合に、前記外部電源から供給された電力を前記内部バッテリに供給する電
動式建設機械において、
　前記複数の送電系統にそれぞれ設けられ、前記複数のコネクタにそれぞれ対応した複数
の開閉器と、
　前記複数のコネクタのうちのいずれが前記外部電源のプラグと接続されたか、若しくは
前記複数のコネクタのうちのいずれが前記外部電源のプラグと接続するために選択された
かを検出する検出部と、
　前記複数の開閉器のうち、前記検出部で検出されたコネクタに対応する開閉器を閉状態
に、それ以外の開閉器を開状態に制御する開閉制御部とを備えたことを特徴とする電動式
建設機械。
【請求項２】
　請求項１記載の電動式建設機械において、
　前記検出部は、前記複数のコネクタにそれぞれ設けられ、前記外部電源のプラグに設け
られたプラグ側接続検出用端子と接続されるコネクタ側接続検出用端子を有し、
　前記開閉制御部は、前記コネクタと前記開閉器の組合せに対応した制御リレーをそれぞ
れ有する複数のリレー回路であり、
　前記複数のリレー回路は、前記複数のコネクタのうちのいずれかと前記外部電源のプラ
グが接続された場合に、対応する前記コネクタ側接続検出用端子と前記プラグ側接続検出
用端子の接続によって対応する前記制御リレーのコイルが通電して、対応する前記制御リ
レーの接点が閉状態に切換わり、この接点を介して対応する前記開閉器のコイルが通電し
て、対応する前記開閉器の接点が閉状態に切換わるように構成されたことを特徴とする電
動式建設機械。
【請求項３】
　請求項１記載の電動式建設機械において、
　前記複数のコネクタのうちのいずれかを前記外部電源のプラグと接続可能なように選択
的に開放しつつ、残りのコネクタを前記外部電源のプラグと接続不能なように遮蔽するス
ライド板を設けており、
　前記検出部は、前記スライド板のスライド位置を検出するリミットスイッチを有し、
　前記開閉制御部は、前記複数の開閉器のうち、前記リミットスイッチの検出結果に基づ
き前記外部電源のプラグが接続可能と判定したコネクタに対応する開閉器を閉状態に、そ
れ以外の開閉器を開状態に制御するコントローラであることを特徴とする電動式建設機械
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動式油圧ショベル等の電動式建設機械に係わり、特に、複数種類の外部電
源のプラグがそれぞれ接続可能な複数のコネクタを備えた電動式建設機械に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動式建設機械の一つである電動式油圧ショベルは、例えば、電動モータと、この電動
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モータによって駆動される油圧ポンプと、複数の油圧アクチュエータ（詳細には、ブーム
用油圧シリンダ、アーム用油圧シリンダ、及びバケット用油圧シリンダ等）と、油圧ポン
プから複数の油圧アクチュエータへの圧油の流れをそれぞれ制御する複数の方向切換弁と
、これら方向切換弁をそれぞれ操作する操作手段（詳細には、例えば、操作レバーの操作
位置に応じてパイロット圧を生成し、このパイロット圧を方向切換弁の受圧部へ出力する
操作装置）とを備えている。そして、運転者が操作手段で方向切換弁を操作すると、油圧
ポンプから吐出された圧油が油圧アクチュエータに供給されて、油圧アクチュエータが駆
動するようになっている。
【０００３】
　このような電動式油圧ショベルにおいて、電動モータの電力源として内部バッテリ（車
載バッテリ）を備えたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に記
載の電動式油圧ショベルは、さらに、チョッパ装置及びインバータを備えている。そして
、内部バッテリからの電力によって電動モータを駆動する場合は、内部バッテリからの直
流電力がチョッパ装置で昇圧され、さらにインバータで交流電力に変換されて、電動モー
タに供給されるようになっている。
【０００４】
　また、特許文献１に記載の電動式油圧ショベルは、複数種類の外部電源のプラグがそれ
ぞれ接続可能な複数のコネクタを備えている。そして、１つの外部電源のプラグがコネク
タに接続されたときに、その外部電源からの電力によって内部バッテリを充電可能として
いる。このとき、例えば外部電源として三相交流２００Ｖ電源がコネクタに接続された場
合は、外部電源からの交流電力がチョッパ装置で直流電力に変換されるとともに降圧され
て、内部バッテリに供給される。また、例えば外部電源として単相交流１００Ｖ電源がコ
ネクタに接続された場合は、外部電源からの交流電力がチョッパ装置で直流電力に変換さ
れるとともに昇圧されて、内部バッテリに供給される。また、例えば外部電源として直流
２２０Ｖ電源がコネクタに接続された場合は、外部電源からの直流電力がチョッパ装置で
降圧されて、内部バッテリに供給されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１８８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術では、例えば図１５で示すように、三相交流２００Ｖ電源１００Ａのプラグ１
０１Ａが接続可能なコネクタ１０２Ａには送電系統１０３Ａが接続され、単相交流１００
Ｖ電源１００Ｂのプラグ１０１Ｂが接続可能なコネクタ１０２Ｂには送電系統１０３Ｂが
接続され、直流電源１００Ｃのプラグ１０１Ｃが接続可能なコネクタ１０２Ｃには送電系
統１０３Ｃが接続されている。これら送電系統１０３Ａ，１０３Ｂ，１０３Ｃには、ブレ
ーカ１０４Ａ，１０４Ｂ，１０４Ｃ（過電流保護器）がそれぞれ設けられている。制御装
置１０５は、バッテリ装置１０６（詳細には、複数の内部バッテリ等を有するもの）から
の電力を電動モータ１０７に供給して電動モータ１０７を駆動可能としている。また、コ
ネクタ１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃのうちのいずれかが外部電源のプラグと接続された
場合に、制御装置１０５は、外部電源から供給された電力をバッテリ装置１０７に供給可
能としている。
【０００７】
　ここで、制御装置１０５の小型化の観点から、図示のように、送電系統１０３Ａ，１０
３Ｂ，１０３Ｃは１つの共用系統１０８に合流してから、制御装置１０５に接続するよう
に構成することが好ましい。この場合、運転者は、ブレーカ１０４Ａ，１０４Ｂ，１０４
Ｃのうち、外部電源が接続されるコネクタに対応したブレーカを閉状態とし、それ以外の
ブレーカ（すなわち、外部電源が接続されないコネクタに対応したブレーカ）を開状態と
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なるように手動操作すればよい。しかし、運転者が間違えて、外部電源が接続されないコ
ネクタに対応したブレーカも閉状態とする可能性がある。このような場合には、送電系統
１０４Ａ，１０４Ｂ，１０４Ｃの合流部を介して外部電源が接続されていないコネクタに
電流が回り込んでしまう。
【０００８】
　本発明は、上記事柄に鑑みてなされたものであり、その目的は、送電系統の合流部を介
して外部電源が接続されていないコネクタに電流が回り込むのを防止することができる電
動式建設機械を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、電動モータと、前記電動モータによって駆動さ
れる油圧ポンプと、前記油圧ポンプから吐出された圧油により駆動される油圧アクチュエ
ータと、前記電動モータの電力源である内部バッテリと、複数種類の外部電源のプラグが
それぞれ接続可能な複数のコネクタと、前記複数のコネクタにそれぞれ接続された複数の
送電系統と、前記複数の送電系統が１つの共用系統を介して接続されたバッテリ充電部と
を備え、前記バッテリ充電部は、前記複数のコネクタのうちのいずれかが前記外部電源の
プラグと接続された場合に、前記外部電源から供給された電力を前記内部バッテリに供給
する電動式建設機械において、前記複数の送電系統にそれぞれ設けられ、前記複数のコネ
クタにそれぞれ対応した複数の開閉器と、前記複数のコネクタのうちのいずれが前記外部
電源のプラグと接続されたか、若しくは前記複数のコネクタのうちのいずれが前記外部電
源のプラグと接続するために選択されたかを検出する検出部と、前記複数の開閉器のうち
、前記検出部で検出されたコネクタに対応する開閉器を閉状態に、それ以外の開閉器を開
状態に制御する開閉制御部とを備える。
【００１０】
　このような本発明においては、検出部は、複数のコネクタのうちのいずれが外部電源の
プラグと接続されたか、若しくは複数のコネクタのうちのいずれが外部電源のプラグと接
続するために選択されたかを検出する。そして、開閉制御部は、複数の開閉器のうち、検
出部で検出されたコネクタに対応する開閉器を閉状態に、それ以外の開閉器を開状態に制
御する。これにより、送電系統の合流部を介して外部電源が接続されていないコネクタに
電流が回り込むのを防止することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、送電系統の合流部を介して外部電源が接続されていないコネクタに電
流が回り込むのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態における電動式油圧ショベルの全体構造を表す側面図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施形態における電動式油圧ショベルの全体構造を表す上面図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施形態における油圧駆動装置の構成のうち、ブーム用油圧シリ
ンダに係わる構成を表す油圧回路図である。
【図４】本発明の第１の実施形態における制御装置の構成を関連機器とともに表すブロッ
ク図である。
【図５】本発明の第１の実施形態におけるバッテリ装置の構成を関連機器とともに表すブ
ロック図である。
【図６】本発明の第１の実施形態における外部電源入力部の構造を表す斜視図である。
【図７】図６で示されたケース、コネクタ取付板、及びスライド板等の構造を表す断面斜
視図である。
【図８】本発明の第１の実施形態における外部電源入力部の構造を表す側面図であり、三
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相交流電源用のコネクタが開放され、それ以外のコネクタが遮蔽された状態を示す。
【図９】本発明の第１の実施形態における外部電源入力部の構造を表す側面図であり、単
相交流電源用のコネクタが開放され、それ以外のコネクタが遮蔽された状態を示す。
【図１０】本発明の第１の実施形態における外部電源入力部の構造を表す側面図であり、
直流電源用のコネクタが開放され、それ以外のコネクタが遮蔽された状態を示す。
【図１１】本発明の第１の実施形態における配電盤の構成を関連機器とともに表す電気回
路図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態における配電盤の構成を関連機器とともに表す電気回
路図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態におけるリミットスイッチの配置を外部電源入力部の
構造とともに表す側面図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態におけるコントローラの開閉制御に係わる処理内容を
表すフローチャートである。
【図１５】従来技術における配電盤の構成を関連機器とともに表す電気回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の第１の実施形態を、図１～図１１により説明する。
【００１４】
　図１は、本実施形態における電動式油圧ショベルの全体構造を表す側面図であり、図２
は、上面図である。なお、以降、電動式油圧ショベルが図１に示す状態にて運転者が運転
席に着座した場合における運転者の前側（図１中左側）、後側（図１中右側）、左側（図
１中紙面に向かって手前側）、右側（図１中紙面に向かって奥側）を、単に前側、後側、
左側、右側と称する。
【００１５】
　これら図１及び図２において、電動式油圧ショベル（本実施形態では、運転質量６トン
未満のミニショベル）は、クローラ式の下部走行体１と、この下部走行体１上に旋回可能
に設けられた上部旋回体２と、この上部旋回体２の前側にスイングポスト３を介し連結さ
れた作業装置４とを備えている。
【００１６】
　下部走行体１は、上方から見て略Ｈ字形状のトラックフレーム５を備えている。トラッ
クフレーム５の左側後端には駆動輪６が回転可能に支持され、トラックフレーム５の左側
前端には従動輪（アイドラ）７が回転可能に支持され、これら駆動輪６と従動輪７とで左
の履帯（クローラ）８が掛けまわされている。そして、左の走行用油圧モータ９の駆動に
より、左の駆動輪６（すなわち、左の履帯８）が回転するようになっている。同様に、ト
ラックフレーム５の右側後端には駆動輪６が回転可能に支持され、トラックフレーム５の
右側前端には従動輪（アイドラ）７が回転可能に支持され、これら駆動輪６と従動輪７と
で右の履帯（クローラ）８が掛けまわされている。そして、右の走行用油圧モータ９の駆
動により、右の駆動輪６（すなわち、右の履帯８）が回転するようになっている。
【００１７】
　トラックフレーム５の前側には、排土用のブレード１０が上下動可能に設けられている
。そして、ブレード用油圧シリンダ（図示せず）の伸縮駆動により、ブレード１０が上下
動するようになっている。
【００１８】
　上部旋回体２は、その基礎下部構造をなす旋回フレーム１１と、この旋回フレーム１１
上の前方左側に設けられたキャノピータイプの運転室１２とを備えている。下部走行体１
のトラックフレーム５の中央部には旋回輪１３が設けられ、この旋回輪１３を介し上部旋
回体２の旋回フレーム１１が旋回可能に設けられている。そして、旋回用油圧モータ（図
示せず）の駆動により、上部旋回体２が下部走行体１に対して旋回するようになっている
。
【００１９】
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　スイングポスト３は、上部旋回体２の旋回フレーム１１の前側に左右方向に回動可能に
設けられている。そして、スイング用油圧シリンダ１４の伸縮駆動により、スイングポス
ト３が左右方向に回動し、これによって作業装置４が左右にスイングするようになってい
る。
【００２０】
　作業装置４は、ブーム１５、アーム１６、及びバケット（作業具）１７を備えている。
ブーム１５は、スイングポスト３に上下方向に回動可能に連結されており、ブーム用油圧
シリンダ１８の伸縮駆動により、上下方向に回動する。アーム１６は、ブーム１５に上下
方向に回動可能に連結されており、アーム用油圧シリンダ１９の伸縮駆動により、上下方
向に回動する。バケット１７は、アーム１６に上下方向に回動可能に連結されており、バ
ケット用油圧シリンダ２０の伸縮駆動により、上下方向に回動する。なお、バケット１７
は、例えばオプション用油圧アクチュエータが組み込まれたアタッチメント（図示せず）
と交換可能になっている。
【００２１】
　運転室１２には、運転者が着座する運転席（座席）２１が設けられている。運転席２１
の前方には、手または足で操作可能とし前後方向に操作することで左右の走行用油圧モー
タ９（すなわち、左右の履帯８）の動作をそれぞれ指示する左右の走行用操作レバー２２
が設けられている。左の走行用操作レバー２２のさらに左側の足元部分には、左右方向に
操作することでオプション用油圧アクチュエータ（すなわち、アタッチメント）の動作を
指示するオプション用操作ペダル２３が設けられている。右の走行用操作レバー２２のさ
らに右側の足元部分には、左右方向に操作することでスイング用油圧シリンダ１４（すな
わち、スイングポスト３）の動作を指示するスイング用操作ペダル２４が設けられている
。
【００２２】
　運転席２１の左側には、前後方向に操作することでアーム用油圧シリンダ１９（すなわ
ち、アーム１６）の動作を指示し、左右方向に操作することで旋回用油圧モータ（すなわ
ち、上部旋回体２）の動作を指示する十字操作式のアーム・旋回用操作レバー２５が設け
られている。運転席２１の右側には、前後方向に操作することでブーム用油圧シリンダ１
８（すなわち、ブーム１５）の動作を指示し、左右方向に操作することバケット用油圧シ
リンダ２０（すなわち、バケット１７）の動作を指示する十字操作式のブーム・バケット
用操作レバー２６（後述の図３参照）が設けられている。また、運転席２１の右側には、
前後方向に操作することでブレード用油圧シリンダ（すなわち、ブレード１０）の動作を
指示するブレード用操作レバー（図示せず）が設けられている。
【００２３】
　また、運転席２１の左側（言い換えれば、運転室１２の乗降口）には、乗降阻止位置（
詳細には、運転者の乗降を妨げる下降位置）と乗降許可位置（詳細には、運転者の乗降を
許容する上昇位置）に操作されるゲートロックレバー２７が設けられている。
【００２４】
　また、運転席２１の右側には、後述するキースイッチ２８（図４参照）、ダイヤル２９
（図４参照）、充電スイッチ３０（図４参照）、及び蓄電残量表示器３１（図５参照）等
が設けられている。なお、充電スイッチ３０は、後述する外部電源入力部４１に設けられ
てもよい。
【００２５】
　旋回フレーム１１上の運転室１２の右側には、電動モータ３２、油圧ポンプ３３、作動
油タンク３４、制御装置３５、及び配電盤３６（後述の図４及び図１２等参照）が搭載さ
れ、右外装カバー３７で覆われている。また、旋回フレーム１１上の運転室１２の後側に
は、バッテリ装置３８が搭載され、後外装カバー３９で覆われている。なお、バッテリ装
置３８は、作業装置４との重量バランスをとるためのカウンタウェイトの役割も果たして
いる。また、運転室１２の左側には左外装カバー４０が取付けられ、この左外装カバー４
０の内側に外部電源入力部４１が設けられている。
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【００２６】
　図３は、上述した電動式油圧ショベルに備えられた油圧駆動装置の構成のうち、ブーム
用油圧シリンダ１８に係わる構成を表す油圧回路図である。
【００２７】
　この図３において、電動モータ３２と、この電動モータ３２の電力源であるバッテリ装
置３８と、このバッテリ装置３８からの電力を電動モータ３２へ供給して電動モータ３２
を駆動する制御装置３５と、電動モータ３２によって駆動される油圧ポンプ３３及びパイ
ロットポンプ４２と、ブーム・バケット用操作レバー２６を有する油圧パイロット式の操
作装置４３と、ブーム・バケット用操作レバー２６の前後方向の操作に応じて油圧ポンプ
３３からブーム用油圧シリンダ１８への圧油の流れを制御するブーム用方向切換弁４４と
が設けられている。
【００２８】
　操作装置４３は、操作レバー２６と、この操作レバー２６の中立位置から前側の操作量
に応じてパイロットポンプ４２の吐出圧を減圧してパイロット圧を生成するパイロット弁
４５Ａと、操作レバー２６の中立位置から後側の操作量に応じてパイロットポンプ４２の
吐出圧を減圧してパイロット圧を生成するパイロット弁４５Ｂ等を有している。
【００２９】
　そして、例えば操作レバー２６を前側に操作すると、その操作量に応じてパイロット弁
４５Ａで生成されたパイロット圧がブーム用方向切換弁４４の受圧部４６Ａへ出力され、
これによってブーム用方向切換弁４４が図中右側の切換位置に切換えられる。その結果、
油圧ポンプ３３からの圧油がブーム用油圧シリンダ１８のロッド側油室に供給されて、ブ
ーム用油圧シリンダ１８が縮短するようになっている。一方、操作レバー２６を後側に操
作すると、その操作量に応じてパイロット弁４５Ｂで生成されたパイロット圧がブーム用
方向切換弁４４の受圧部４６Ｂへ出力され、これによってブーム用方向切換弁４４が図中
左側の切換位置に切換えられる。その結果、油圧ポンプ３３からの圧油がブーム用油圧シ
リンダ１８のボトム側油室に供給されて、ブーム用油圧シリンダ１８が伸張するようにな
っている。
【００３０】
　なお、図示しないが、左右の走行用油圧モータ９、アーム用油圧シリンダ１９、バケッ
ト用油圧シリンダ２０、旋回用油圧モータ、スイング用油圧シリンダ、及びブレード用油
圧シリンダに係わる構成においては、上述したブーム用油圧シリンダ１８に係わる構成と
ほぼ同様、操作装置及び方向切換弁等を有している。
【００３１】
　パイロットポンプ４２の吐出油路にはパイロットリリーフ弁（図示せず）が接続されて
おり、このパイロットリリーフ弁は、パイロットポンプ４２の最高吐出圧を規定するよう
になっている。また、パイロットポンプ４２の吐出油路にはロックバルブ４７が設けられ
ており、このロックバルブ４７は、上述したゲートロックレバー２７の操作に応じて切換
えられるようになっている。
【００３２】
　詳しく説明すると、ゲートロックレバー２７にはロックスイッチ４８が設けられている
。そして、例えばゲートロックレバー２７を乗降阻止位置（下降位置）に操作すると、ロ
ックスイッチ４８が閉接点となる。これにより、ロックスイッチ４８を介しロックバルブ
４７のソレノイド部４７ａが通電されて、ロックバルブ４７が図中左側の切換位置に切換
えられる。この切換位置では、パイロットポンプ４２からの吐出圧が操作装置に供給され
る。その結果、操作装置がパイロット圧を生成可能となり、全ての油圧アクチュエータが
作動可能となる。一方、例えばゲートロックレバー２７を乗降許可位置（上昇位置）に操
作すると、ロックスイッチ４８が開接点となる。これにより、ロックバルブ４７のソレノ
イド部４７ａが通電されず、バネ４７ｂの付勢力によってロックバルブ４７が図中右側の
中立位置となる。この中立位置では、パイロットポンプ４２からの吐出圧が操作装置に供
給されない。その結果、操作装置がパイロット圧を生成不能となり、全ての油圧アクチュ
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エータが作動不能となる。
【００３３】
　図４は、本実施形態における制御装置３５の構成を関連機器とともに表すブロック図で
ある。図５は、本実施形態におけるバッテリ装置３８の構成を関連機器とともに表すブロ
ック図である。
【００３４】
　これら図４及び図５において、制御装置３５は、バッテリ装置３８からの電力を電動モ
ータ３２へ供給するバッテリ駆動機能（バッテリ駆動部）と、外部電源４９が外部電源入
力部４１で接続された場合に、外部電源４９から外部電源入力部４１及び配電盤３６を介
して供給された電力をバッテリ装置３８へ供給するバッテリ充電機能（バッテリ充電部）
を有している。詳しく説明すると、制御装置３５は、インバータ５０、整流器５１、昇降
圧器５２、補助電源回路５３、及びコントローラ５４を有しており、インバータ５０及び
昇降圧器５２がバッテリ駆動部に相当し、整流器５１及び昇降圧器５２がバッテリ充電部
に相当する。
【００３５】
　インバータ５０は、電動モータ３２に配線接続されている。整流器５１は、配電盤３６
を介し外部電源入力部４１に接続されている。昇降圧器５２は、インバータ５０及び整流
器５１に接続されるとともに、バッテリ装置３８に配線接続されている。コントローラ５
４は、インバータ５０、昇降圧器５２、及び補助電源回路５３を制御するとともに、後述
するバッテリ装置３８のバッテリコントローラ５５との間で通信可能としている。補助電
源回路（降圧器）５３は、バッテリ装置３８からの電力を降圧して、コントローラ５４や
バッテリコントローラ５５等の電子機器に供給するようになっている。
【００３６】
　バッテリ装置３８は、複数の（図５では便宜上２個のみ示す）内部バッテリ５６が互い
に直列接続されたバッテリ系統５７と、電流センサ５８と、バッテリコントローラ（ＢＣ
）５５とを有している。各バッテリ５６は、詳細を図示しないが、例えばリチウムイオン
を材料とした複数のセルからなり、それらセルを監視するセルコントローラが設けられて
いる。各セルコントローラは、各バッテリ５６の情報（詳細には、電圧及び温度等の状態
量）を取得してバッテリコントローラ５５に出力する。また、電流センサ５８は、バッテ
リ系統５７の電流を検出して、バッテリコントローラ５５に出力するようになっている。
【００３７】
　バッテリコントローラ５５は、各セルコントローラから取得した各バッテリ５６の電圧
に基づきバッテリ系統５７の総電圧を演算し、さらに電流センサ５８から取得した電流に
基づきバッテリ系統５７の蓄電残量を演算する。そして、電流センサ５８から取得した電
流とともに、演算したバッテリ系統５７の総電圧及び蓄電残量を、制御装置３５のコント
ローラ５４へ送信する。また、演算した蓄電残量を上述した蓄電残量表示器３１に出力し
て、表示させるようになっている。
【００３８】
　また、バッテリコントローラ５５は、各セルコントローラから取得した各バッテリ５６
の情報に基づきバッテリ系統５７に異常が生じていなかいかどうかを判断しており、異常
が生じたと判断した場合にエラー信号を制御装置３５のコントローラ５４へ送信するよう
になっている。
【００３９】
　制御装置３５のコントローラ５４には、バッテリ装置３８のバッテリコントローラ５５
からの信号以外に、上述したキースイッチ２８、ダイヤル２９、充電スイッチ３０、及び
ロックスイッチ４８等からの信号が入力される。キースイッチ２８は、バッテリ駆動モー
ド等を指示するものであり、キーの回転操作位置（ＯＦＦ位置、ＯＮ位置、又はＳＴＡＲ
Ｔ位置）に応じて信号を出力するようになっている。ダイヤル２９は、電動モータ３２の
目標回転数を指示するものであり、その回転操作位置に対応した目標回転数の信号を出力
するようになっている。充電スイッチ３０は、バッテリ充電モードを指示するものであり
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、その操作位置（ＯＦＦ位置又はＯＮ位置）に応じて信号を出力するようになっている。
【００４０】
　そして、制御装置３５のコントローラ５４は、上述した信号等に応じて、バッテリ装置
３８からの電力を電動モータ３２に供給して電動モータ３２を駆動するバッテリ駆動モー
ドと、外部電源４９からの電力をバッテリ装置３８に供給してバッテリ系統５７を充電す
るバッテリ充電モードとを選択的に行うようになっている。以下、各モードの詳細を説明
する。
【００４１】
　（１）バッテリ駆動モード
　制御装置３５のコントローラ５４は、例えば、キースイッチ２８からの信号によってキ
ースイッチ２８がＳＴＡＲＴ位置に操作されたと判定し、且つ、ロックスイッチ４８から
の信号の有無によってゲートロックレバー２７が乗降阻止位置（下降位置）にあると判定
した場合に、バッテリ駆動モードを開始する。
【００４２】
　このとき、コントローラ５４は、昇降圧器５２へ昇圧の指令を出力する。この指令に応
じて、昇降圧器５２は、バッテリ装置３８からの直流電力の電圧１６０Ｖを２７０Ｖ程度
まで昇圧する。また、コントローラ５４は、ダイヤル２９で指示された目標回転数の指令
をインバータ５０へ出力する。この指令に応じて、インバータ５０は、昇降圧器５２から
の直流電力を交流電力に変換して、電動モータ３２に供給する。すなわち、電動モータ３
２の実回転数が目標回転数となるように、電動モータ３２の印加電圧を制御する。
【００４３】
　また、コントローラ５４は、例えば、バッテリコントローラ５５から受信したバッテリ
系統５７の蓄電残量が予め設定された所定値（例えば最大蓄電量の２０％）未満であるか
どうかを判定しており、所定値未満である場合に、インバータ５０及び昇降圧器５２へ停
止の指令を出力する。また、バッテリコントローラ５５からエラー信号を受信した場合に
（言い換えれば、バッテリ系統５７に異常が生じたときに）、インバータ５０及び昇降圧
器５２へ停止の指令を出力する。また、キースイッチ２８からの信号によってキースイッ
チ２８がＯＦＦ位置に操作されたと判定した場合に、インバータ５０及び昇降圧器５２へ
停止の指令を出力する。この指令に応じて、インバータ５０及び昇降圧器５２は停止し、
電動モータ３２を停止させるようになっている。
【００４４】
　（２）バッテリ充電モード
　制御装置３５のコントローラ５４は、例えば、キースイッチ２８からの信号によってキ
ースイッチ２８がＯＦＦ位置にあると判定し、且つ、充電スイッチ３０からの信号の有無
によって充電スイッチ３０がＯＮ位置に操作されたと判定した場合に、バッテリ充電モー
ドを開始する。
【００４５】
　このとき、例えば外部電源入力部４１で接続された外部電源４９が三相交流２００Ｖ電
源４９Ａ（後述の図１１参照）である場合に、整流器５１は、三相交流２００Ｖ電源４９
Ａから供給された２００Ｖの交流電力を２７０Ｖの直流電力に変換する。また、コントロ
ーラ５４は、昇降圧器５２へ降圧の指令を出力する。この指令に応じて、昇降圧器５２は
、整流器５１からの直流電力の電圧２７０Ｖを１６０Ｖ程度まで降圧して、バッテリ装置
３８に供給するようになっている。
【００４６】
　また、例えば外部電源入力部４１で接続された外部電源４９が単相交流１００Ｖ電源４
９Ｂ（後述の図１１参照）である場合に、整流器５１は、単相交流１００Ｖ電源４９Ｂか
ら供給された１００Ｖの交流電力を９０Ｖの直流電力に変換する。また、コントローラ５
４は、昇降圧器５２へ昇圧の指令を出力する。この指令に応じて、昇降圧器５２は、整流
器５１からの直流電力の電圧９０Ｖを１６０Ｖ程度まで昇圧して、バッテリ装置３８に供
給するようになっている。
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【００４７】
　また、例えば外部電源入力部４１で接続された外部電源４９が直流２００Ｖ電源４９Ｃ
（後述の図１１参照）である場合に、コントローラ５４は、昇降圧器５２へ降圧の指令を
出力する。この指令に応じて、昇降圧器５２は、例えば直流２００Ｖ電源４９Ｃから供給
された直流電力の電圧２００Ｖを１６０Ｖ程度まで降圧して、バッテリ装置３８に供給す
るようになっている。
【００４８】
　また、コントローラ５４は、例えば、バッテリコントローラ５５から受信したバッテリ
系統５７の蓄電残量が最大値に達したかどうかを判定しており、最大値に達した場合に、
昇降圧器５２へ停止の指令を出力する。また、外部電源４９からの電力供給が一定時間無
い場合、若しくはバッテリコントローラ５５からエラー信号を受信した場合に（言い換え
れば、バッテリ系統５７に異常が生じたときに）、昇降圧器５２へ停止の指令を出力する
。また、充電スイッチ３０からの信号の有無によって充電スイッチ３０がＯＦＦ位置に操
作されたと判定した場合に、昇降圧器５２へ停止の指令を出力する。この指令に応じて、
昇降圧器５２は停止して、バッテリ系統５７の充電を停止させるようになっている。
【００４９】
　次に、外部電源入力部４１について説明する。外部電源入力部４１には、上述した三相
交流２００Ｖ電源４９Ａ、単相交流１００Ｖ電源４９Ｂ、及び直流２００Ｖ電源４９Ｃに
それぞれ対応した３つのコネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃが設けられている（後述の図６
～１１参照）。すなわち、コネクタ５９Ａは、三相交流２００Ｖ電源４９Ａのプラグ６０
Ａを接続可能とし、コネクタ５９Ｂは、単相交流１００Ｖ電源４９Ｂのプラグ６０Ｂを接
続可能とし、コネクタ５９Ｃは、直流２００Ｖ電源４９Ｃのプラグ６０Ｃを接続可能とし
ている。そして、外部電源入力部４１は、コネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃのうちの１つ
のコネクタを選択的に開放して外部電源と接続可能に、残りのコネクタを遮蔽して外部電
源と接続不能となるように（すなわち、複数種類の外部電源が同時に接続されないように
）構成されている。以下、その詳細を説明する。
【００５０】
　図６は、本実施形態における外部電源入力部４１の構造を表す斜視図であり、図７は、
図６で示されたケース、コネクタ取付板、及びスライド板等の構造を表す断面斜視図であ
る。図８～１０は、本実施形態における外部電源入力部４１の構造を表す側面図である。
【００５１】
　これら図６～図１０において、外部電源入力部４１は、旋回フレーム１１上に取付けら
れた直方体状のケース６１と、このケース６１に設けられたコネクタ取付板６２とを有し
ている。コネクタ取付板６２には、上述したコネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃが前後方向
（図中左右方向）に並ぶように取付けられている。また、上述した左外装カバー４０の一
部を構成する蓋体６３は、ヒンジ６４を介して上下方向に回動可能に取付けられており、
外部電源入力部４１を開閉可能としている。なお、ケース６１には固定ブラケット６５が
設けられ、蓋体６３には固定ブラケット６５と係合可能なロック機構６６が設けられてい
る。
【００５２】
　ケース６１の下面側には、断面Ｌ字状で前後方向に延在する一対の屈曲板６７Ａが取付
けられており、これら屈曲板６７Ａの間に案内溝６８Ａが形成されている。同様に、ケー
ス６１の上面側には、断面Ｌ字状で前後方向に延在する一対の屈曲板６７Ｂが取付けられ
ており、これら屈曲板６７Ｂの間に案内溝６８Ｂが形成されている。スライド板６９Ａ，
６９Ｂは、それらの上下両端が案内溝６８Ａ，６８Ｂに摺動可能に挿入されている。これ
により、スライド板６９Ａ，６９Ｂは、互いに板厚方向に重なることなく、前後方向（言
い換えれば、コネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃの並び方向）にスライド可能に支持されて
いる。なお、スライド板６９Ａ，６９Ｂの前後両側には、略半円状の切欠き７０が形成さ
れている。
【００５３】
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　そして、例えば図８で示すように、スライド板６９Ａを前側（図中左側）に寄せるよう
にスライドし、スライド板６９Ｂを後側（図中右側）に寄せるようにスライドした場合（
言い換えれば、スライド板６９Ａ，６９Ｂを互いに離間させた場合）は、コネクタ５９Ａ
が開放され、コネクタ５９Ｃ，５９Ｂがスライド板６９Ａ，６９Ｂで遮蔽される。これに
より、三相交流２００Ｖ電源４９Ａのプラグ６０Ａをコネクタ５９Ａに接続可能とし、単
相交流１００Ｖ電源４９Ｂのプラグ６０Ｂをコネクタ５９Ｂに接続不能とし、直流２００
Ｖ電源４９Ｃのプラグ６０Ｃをコネクタ５９Ｃに接続不能としている。
【００５４】
　また、例えば図９で示すように、スライド板６９Ａ，６９Ｂが互いに当接した状態で前
側に寄せるようにスライドした場合は、コネクタ５８Ｂが開放され、コネクタ５８Ｃ，５
８Ａがスライド板６９Ａ，６９Ｂで遮蔽される。これにより、単相交流１００Ｖ電源４９
Ｂのプラグ６０Ｂをコネクタ５９Ｂに接続可能とし、直流２００Ｖ電源４９Ｃのプラグ６
０Ｃをコネクタ５９Ｃに接続不能とし、三相交流２００Ｖ電源４９Ａのプラグ６０Ａをコ
ネクタ５９Ａに接続不能としている。
【００５５】
　また、例えば図１０で示すように、スライド板６９Ａ，６９Ｂが互いに当接した状態で
後側に寄せるようにスライドした場合は、コネクタ５８Ｃが開放され、コネクタ５８Ａ，
５８Ｂがスライド板６９Ａ，６９Ｂで遮蔽される。これにより、直流２００Ｖ電源４９Ｃ
のプラグ６０Ｃをコネクタ５９Ｃに接続可能とし、三相交流２００Ｖ電源４９Ａのプラグ
６０Ａをコネクタ５９Ａに接続不能とし、単相交流１００Ｖ電源４９Ｂのプラグ６０Ｂを
コネクタ５９Ｂに接続不能としている。
【００５６】
　次に、本実施形態の要部である配電盤３６について説明する。図１１は、本実施形態に
おける配電盤３６の構成を関連機器とともに表す電気回路図である。
【００５７】
　この図１１において、配電盤３６は、コネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃにそれぞれ接続
された送電系統７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃを有している。送電系統７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃ
には、ブレーカ７２Ａ，７２Ｂ，７２Ｃ（過電流保護器）がそれぞれ設けられている。そ
して、制御装置３８の小型化の観点から、送電系統７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃは１つの共用
系統７３に合流してから、制御装置３５の整流器５１に接続されている。そのため、例え
ば上述した図１５で示すような従来技術の構成では、送電系統の合流部を介して外部電源
が接続されていないコネクタに電流が回り込む可能性が生じる。
【００５８】
　そこで、本実施形態では、コネクタ５９Ａと外部電源４９Ａのプラグ６０Ａとの接続を
検出するために、コネクタ側接続検出用端子５９Ａａ，５９Ａｂがコネクタ５９Ａに設け
られ、プラグ側接続検出用端子６０Ａａ，６０Ａｂがプラグ６０Ａに設けられている。ま
た、常開接点型の開閉器（開閉リレー）７４Ａａ，７４Ａｂが送電系統７１Ａに設けられ
、これら開閉器７４Ａａ，７４Ａｂを制御するリレー回路７５Ａが設けられている。プラ
グ側接続検出用端子６０Ａａ，６０Ａｂは、互いに接続されており、コネクタ側接続検出
用端子５９Ａｂは、アース電位体に接続されている。リレー回路７５Ａは、常開接点型の
制御リレー７６Ａを有している。制御リレー７６Ａのコイルは、負極側がコネクタ側接続
検出用端子５９Ａａに接続され、正極側が制御装置３５の補助電源回路５３に接続されて
いる。また、開閉器７４Ａａ，７４Ａｂのコイルは、負極側がアース電位体に接続され、
正極側が制御リレー７６Ａの接点を介して補助電源回路５３に接続されている。そして、
例えばコネクタ５９Ａと外部電源４９Ａのプラグ６０Ａが接続された場合に、コネクタ側
接続検出用端子５９Ａａとプラグ側接続検出用端子６０Ａａが接続され、コネクタ側接続
検出用端子５９Ａｂとプラグ側接続検出用端子６０Ａｂが接続されて、制御リレー７６Ａ
のコイルの負極側がアース電位体に接続される。これにより、制御リレー７６Ａのコイル
が通電して、制御リレー７６Ａの接点が開状態から閉状態に切換わり、この接点を介して
開閉器７４Ａａ，７４Ａｂのコイルが通電して、開閉器７４Ａａ，７４Ａｂの接点が開状



(12) JP 2014-40718 A 2014.3.6

10

20

30

40

50

態から閉状態に切換わるようになっている。
【００５９】
　また、コネクタ５９Ｂと外部電源４９Ｂのプラグ６０Ｂとの接続を検出するために、コ
ネクタ側接続検出用端子５９Ｂａ，５９Ｂｂがコネクタ５９Ｂに設けられ、プラグ側接続
検出用端子６０Ｂａ，６０Ｂｂがプラグ６０Ｂに設けられている。また、常開接点型の開
閉器（開閉リレー）７４Ｂａ，７４Ｂｂが送電系統７１Ｂに設けられ、これら開閉器７４
Ｂａ，７４Ｂｂを制御するリレー回路７５Ｂが設けられている。プラグ側接続検出用端子
６０Ｂａ，６０Ｂｂは、互いに接続されており、コネクタ側接続検出用端子５９Ｂｂは、
アース電位体に接続されている。リレー回路７５Ｂは、常開接点型の制御リレー７６Ｂを
有している。制御リレー７６Ｂのコイルは、負極側がコネクタ側接続検出用端子５９Ｂａ
に接続され、正極側が制御装置３５の補助電源回路５３に接続されている。また、開閉器
７４Ｂａ，７４Ｂｂのコイルは、負極側がアース電位体に接続され、正極側が制御リレー
７６Ｂの接点を介して補助電源回路５３に接続されている。そして、例えばコネクタ５９
Ｂと外部電源４９Ｂのプラグ６０Ｂが接続された場合に、コネクタ側接続検出用端子５９
Ｂａとプラグ側接続検出用端子６０Ｂａが接続され、コネクタ側接続検出用端子５９Ｂｂ
とプラグ側接続検出用端子６０Ｂｂが接続されて、制御リレー７６Ｂのコイルの負極側が
アース電位体に接続される。これにより、制御リレー７６Ｂのコイルが通電して、制御リ
レー７６Ｂの接点が開状態から閉状態に切換わり、この接点を介して開閉器７４Ｂａ，７
４Ｂｂのコイルが通電して、開閉器７４Ｂａ，７４Ｂｂの接点が開状態から閉状態に切換
わるようになっている。
【００６０】
　また、コネクタ５９Ｃと外部電源４９Ｃのプラグ６０Ｃとの接続を検出するために、コ
ネクタ側接続検出用端子５９Ｃａ，５９Ｃｂがコネクタ５９Ｃに設けられ、プラグ側接続
検出用端子６０Ｃａ，６０Ｃｂがプラグ６０Ｃに設けられている。また、常開接点型の開
閉器（開閉リレー）７４Ｃａ，７４Ｃｂが送電系統７１Ｃに設けられ、これら開閉器７４
Ｃａ，７４Ｃｂを制御するリレー回路７５Ｃが設けられている。プラグ側接続検出用端子
６０Ｃａ，６０Ｃｂは、互いに接続されており、コネクタ側接続検出用端子５９Ｃｂは、
アース電位体に接続されている。リレー回路７５Ｃは、常開接点型の制御リレー７６Ｃを
有している。制御リレー７６Ｃのコイルは、負極側がコネクタ側接続検出用端子５９Ｃａ
に接続され、正極側が制御装置３５の補助電源回路５３に接続されている。また、開閉器
７４Ｃａ，７４Ｃｂのコイルは、負極側がアース電位体に接続され、正極側が制御リレー
７６Ｃの接点を介して補助電源回路５３に接続されている。そして、例えばコネクタ５９
Ｃと外部電源４９Ｃのプラグ６０Ｃが接続された場合に、コネクタ側接続検出用端子５９
Ｃａとプラグ側接続検出用端子６０Ｃａが接続され、コネクタ側接続検出用端子５９Ｃｂ
とプラグ側接続検出用端子６０Ｃｂが接続されて、制御リレー７６Ｃのコイルの負極側が
アース電位体に接続される。これにより、制御リレー７６Ｃのコイルが通電して、制御リ
レー７６Ｃの接点が開状態から閉状態に切換わり、この接点を介して開閉器７４Ｃａ，７
４Ｃｂのコイルが通電して、開閉器７４Ｃａ，７４Ｃｂの接点が開状態から閉状態に切換
わるようになっている。
【００６１】
　なお、上記において、コネクタ側接続検出用端子５９Ａａ，５９Ａｂ，５９Ｂａ，５９
Ｂｂ，５９Ｃａ，５９Ｃｂ及びプラグ側接続検出用端子６０Ａａ，６０Ａｂ，６０Ｂａ，
６０Ｂｂ，６０Ｃａ，６０Ｃｂは、特許請求の範囲に記載の複数のコネクタのうちのいず
れが外部電源のプラグと接続されたかを検出する検出部を構成する。また、リレー回路７
５Ａ，７５Ｂ，７５Ｃは、複数の開閉器のうち、検出部で検出されたコネクタに対応する
開閉器を閉状態に、それ以外の開閉器を開状態に制御する開閉制御部を構成する。
【００６２】
　以上のような本実施形態においては、リレー回路７５Ａ，７５Ｂ，７５Ｃは、開閉器７
４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂのうち、外部電源のプラグ
が接続されたコネクタに対応する開閉器を閉状態に、外部電源のプラグが接続されていな



(13) JP 2014-40718 A 2014.3.6

10

20

30

40

50

いコネクタに対応する開閉器を開状態に制御する。これにより、送電系統７１Ａ，７１Ｂ
，７１Ｃの合流部を介して外部電源が接続されていないコネクタに電流が回り込むのを防
止することができる。
【００６３】
　なお、上記一実施形態においては、制御リレー７６Ａ，７６Ｂ，７６Ｃのコイルの正極
側が制御装置３５の補助電源回路５３に接続された場合を例にとって説明したが、これに
限られず、本発明の趣旨及び技術思想を逸脱しない範囲内で様々な変形が可能である。す
なわち、例えば補助バッテリを設け、この補助バッテリに制御リレー７６Ａ，７６Ｂ，７
６Ｃのコイルの正極側が接続されてもよい。この場合も、上記同様の効果を得ることがで
きる。
【００６４】
　本発明の第２の実施形態を、図１２～図１４により説明する。なお、本実施形態におい
て、上記第１の実施形態と同等の部分は、同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００６５】
　図１２は、本実施形態における配電盤３６Ａの構成を関連機器とともに表す電気回路図
である。図１３は、本実施形態におけるリミットスイッチの配置を外部電源入力部４１の
構造とともに表す側面図である。
【００６６】
　本実施形態では、外部電源入力部４１のケース６１には、スライド板６９Ａ，６９Ｂの
スライド位置をそれぞれ検出するリミットスイッチ７７Ａ，７７Ｂが設けられている。リ
ミットスイッチ７７Ａは、スライド板６９Ａが所定の前側スライド位置に到達したか否か
を検出し、その検出結果を検出信号として出力する。リミットスイッチ７７Ｂは、スライ
ド板６９Ｂが所定の後側スライド位置に到達したか否かを検出し、その検出結果を検出信
号として出力するようになっている。
【００６７】
　制御装置３５のコントローラ５４Ａは、リミットスイッチ７７Ａ，７７Ｂから入力した
検出信号に基づいて開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃ
ｂの開閉を制御するようになっている。このようなコントローラ５４Ａの開閉制御の手順
を図１４により説明する。図１４は、本実施形態におけるコントローラ５４Ａの開閉制御
に関わる処理内容を表すフローチャートである。
【００６８】
　コントローラ５４Ａは、ステップ８０にて、バッテリ充電モードであるか否かを判定す
る。例えばバッテリ充電モードでない場合は、ステップ８０の判定が満たされず、ステッ
プ８１に移る。ステップ８１では、全ての開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂ
ｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂのコイルに制御信号を出力しないので、全ての開閉器７４Ａａ，
７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂの接点を開状態とする。一方、例え
ばバッテリ充電モードである場合は、ステップ８０の判定が満たされ、ステップ８２に移
る。
【００６９】
　ステップ８２では、リミットスイッチ７７Ａ，７７Ｂからの検出信号の有無に基づき、
コネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃのうちのいずれが外部電源のプラグと接続可能であるか
を判定する。そして、ステップ８３に進み、外部電源のプラグが接続可能と判定したコネ
クタに対応する開閉器のコイルに制御信号を出力して、その開閉器の接点を閉状態とする
。また、それ以外のコネクタ、すなわち外部電源のプラグが接続不能と判定したコネクタ
に対応する開閉器のコイルに制御信号を出力しないので、その開閉器の接点を開状態とす
る。
【００７０】
　具体的に説明すると、例えばリミットスイッチ７７Ａからの検出信号及びリミットスイ
ッチ７７Ｂからの検出信号がある場合は、コネクタ５９Ａが外部電源のプラグと接続可能
で、コネクタ５９Ｂ，５９Ｃが外部電源のプラグと接続不能であると判定する（上述の図
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１３及び図８参照）。そして、コネクタ５９Ａに対応する開閉器７４Ａａ，７４Ａｂのコ
イルに制御信号を出力して、開閉器７４Ａａ，７４Ａｂの接点を閉状態とする。また、コ
ネクタ５９Ｂ，５９Ｃに対応する開閉器７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂのコイ
ルに制御信号を出力しないので、開閉器７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂの接点
を開状態とする。
【００７１】
　また、例えばリミットスイッチ７７Ａからの検出信号があり、リミットスイッチ７７Ｂ
からの検出信号がない場合は、コネクタ５９Ｂが外部電源のプラグと接続可能で、コネク
タ５９Ｃ，５９Ａが外部電源のプラグと接続不能であると判定する（上述の図９参照）。
そして、コネクタ５９Ｂに対応する開閉器７４Ｂａ，７４Ｂｂのコイルに制御信号を出力
して、開閉器７４Ｂａ，７４Ｂｂの接点を閉状態とする。また、コネクタ５９Ｃ，５９Ａ
に対応する開閉器７４Ｃａ，７４Ｃｂ，７４Ａａ，７４Ａｂのコイルに制御信号を出力し
ないので、開閉器７４Ｃａ，７４Ｃｂ，７４Ａａ，７４Ａｂの接点を開状態とする。
【００７２】
　また、例えばリミットスイッチ７７Ａからの検出信号がなく、リミットスイッチ７７Ｂ
からの検出信号がある場合は、コネクタ５９Ｃが外部電源のプラグと接続可能で、コネク
タ５９Ａ，５９Ｂが外部電源のプラグと接続不能であると判定する（上述の図１０参照）
。そして、コネクタ５９Ｃに対応する開閉器７４Ｃａ，７４Ｃｂのコイルに制御信号を出
力して、開閉器７４Ｃａ，７４Ｃｂの接点を閉状態とする。また、コネクタ５９Ａ，５９
Ｂに対応する開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂのコイルに制御信号を出力
しないので、開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂの接点を開状態とする。
【００７３】
　そして、ステップ８４に進み、昇降圧器５２に昇圧指令又は降圧指令を出力して充電制
御を行い、その後、ステップ８５に進み、充電が完了したか否かを判定する。例えば充電
が完了していない場合は、ステップ８５の判定が満たされず、前述のステップ８０に戻っ
て上記同様の手順を繰り返す。そして、例えばステップ８４の充電制御が継続されて充電
が完了した場合は、ステップ８５の判定が満たされ、ステップ８１に移る。ステップ８１
では、全ての開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂのコ
イルに制御信号を出力しないので、全ての開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂ
ｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂの接点を開状態とする。
【００７４】
　なお、上記において、リミットスイッチ７６Ａ，７６Ｂは、特許請求の範囲に記載の複
数のコネクタのうちのいずれが外部電源のプラグと接続するために選択されたかを検出す
る検出部を構成する。また、制御装置３５のコントローラ５４Ａは、複数の開閉器のうち
、検出部で検出されたコネクタに対応する開閉器を閉状態に、それ以外の開閉器を開状態
に制御する開閉制御部を構成する。
【００７５】
　以上のような本実施形態においては、制御装置３５のコントローラ５４Ａは、リミット
スイッチ７７Ａ，７７Ｂからの検出信号に基づき外部電源のプラグが接続可能なコネクタ
を判定する。そして、開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４
Ｃｂのうち、外部電源のプラグが接続可能なコネクタに対応する開閉器を閉状態に、外部
電源のプラグが接続不能なコネクタに対応する開閉器を開状態に制御する。これにより、
上記第１の実施形態と同様、送電系統７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃの合流部を介して外部電源
が接続されていないコネクタに電流が回り込むのを防止することができる。
【００７６】
　なお、上記第２の実施形態においては、制御装置３５のコントローラ５４Ａが、上記第
１の実施形態のコントローラ５４の機能に加えて、リミットスイッチ７７Ａ，７７Ｂから
入力した検出信号に基づき開閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，
７４Ｃｂの開閉を制御する機能（開閉制御部）を有する場合を例にとって説明したが、こ
れに限られず、本発明の趣旨及び技術思想を逸脱しない範囲内で様々な変形が可能である
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。すなわち、例えば、リミットスイッチ７７Ａ，７７Ｂから入力した検出信号に基づき開
閉器７４Ａａ，７４Ａｂ，７４Ｂａ，７４Ｂｂ，７４Ｃａ，７４Ｃｂの開閉を制御するコ
ントローラ（開閉制御部）を、制御装置３５のコントローラ５４とは別体に設けてもよい
。この場合も、上記同様の効果を得ることができる。
【００７７】
　また、上記第１及び第２の実施形態においては、バッテリ装置３８からの電力を電動モ
ータ３２へ供給するバッテリ駆動機能（バッテリ駆動部）と、外部電源４９からの電力を
バッテリ装置３８へ供給するバッテリ充電機能（バッテリ充電部）を有する制御装置３５
を設けた場合を例にとって説明したが、これに限られず、本発明の趣旨及び技術思想を逸
脱しない範囲内で様々な変形が可能である。すなわち、バッテリ駆動部とバッテリ充電部
を別体にして設けてもよい。あるいは、制御装置３５は、例えば三相交流２００V電源４
９Ａが外部電源入力部４１で接続された場合に、三相交流２００V電源４９Ａからの電力
を電動モータ３２へ供給して電動モータ３２を駆動する外部電源駆動機能（外部電源駆動
部）をさらに有し、モードスイッチの操作に応じてバッテリ充電モードと外部電源駆動モ
ードを選択的に行うようにしてもよい。そして、例えば外部電源駆動モードが選択された
場合に、インバータ５０は、コントローラからの目標回転数の指令に応じて、整流器５１
からの直流電力を交流電力に変換して、電動モータ３２に供給すればよい。このような場
合も、上記同様の効果を得ることができる。
【００７８】
　また、上記第１及び第２の実施形態においては、三相交流２００Ｖ電源４９Ａのプラグ
６０Ａ、単相交流１００Ｖ電源４９Ｂのプラグ６０Ｂ、及び直流２００Ｖ電源４９Ｃのプ
ラグ６０Ｃがそれぞれ接続可能な３つのコネクタ５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃを設けた場合を
例にとって説明したが、これに限られず、本発明の趣旨及び技術思想を逸脱しない範囲内
で様々な変形が可能である。すなわち、例えば２種類の外部電源がそれぞれ接続可能な２
つのコネクタを設けてもよいし、若しくは４種類以上の外部電源がそれぞれ接続可能な４
つ以上のコネクタを設けてもよい。これらの場合も、上記同様の効果を得ることができる
。
【００７９】
　また、上記第１及び第２の実施形態においては、電動式油圧ショベルは、作業装置用油
圧アクチュエータ（詳細には、ブーム用油圧シリンダ１８、アーム用油圧シリンダ１９、
バケット用油圧シリンダ２０）以外の油圧アクチュエータとして、左右の走行用油圧モー
タ９及び旋回用油圧モータ等を備えた場合を例にとって説明したが、これに限られない。
すなわち、例えば左右の走行用油圧モータ９に代えて、バッテリ装置３８からの電力によ
って駆動する左右の走行用電動モータを備えてもよい。また、例えば旋回用油圧モータに
代えて、バッテリ装置３８からの電力によって駆動する旋回用電動モータを備えてもよい
。これらの場合も、上記同様の効果を得ることができる。
【００８０】
　また、上記第１及び第２の実施形態においては、電動式油圧ショベルは、スイング式の
作業装置４を備えた場合を例にとって説明したが、これに限られず、オフセット式の作業
装置を備えてもよい。また、電動式油圧ショベルは、クローラ式の下部走行体１を備えた
場合を例にとって説明したが、これに限られず、ホイール式の下部走行体を備えてもよい
。これらの場合も、上記同様の効果を得ることができる。
【００８１】
　なお、以上においては、本発明の適用対象として電動式油圧ショベルを例にとって説明
したが、これに限られず、他の電動式建設機械に適用してもよいことは言うまでもない。
【符号の説明】
【００８２】
　９　　　　　　　　　　　　走行用油圧モータ
　１４　　　　　　　　　　　スイング用油圧シリンダ
　１８　　　　　　　　　　　ブーム用油圧シリンダ
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　１９　　　　　　　　　　　アーム用油圧シリンダ
　２０　　　　　　　　　　　バケット用油圧シリンダ
　３２　　　　　　　　　　　電動モータ
　３３　　　　　　　　　　　油圧ポンプ
　３５　　　　　　　　　　　制御装置
　３６，３６Ａ　　　　　　　配電盤
　３８　　　　　　　　　　　バッテリ装置
　４１　　　　　　　　　　　外部電源入力部
　４９　　　　　　　　　　　外部電源
　４９Ａ　　　　　　　　　　三相交流２００Ｖ電源（外部電源）
　４９Ｂ　　　　　　　　　　単相交流１００Ｖ電源（外部電源）
　４９Ｃ　　　　　　　　　　直流２００Ｖ電源（外部電源）
　５０　　　　　　　　　　　インバータ
　５１　　　　　　　　　　　整流器
　５２　　　　　　　　　　　昇降圧器
　５３　　　　　　　　　　　補助電源回路
　５４，５４Ａ　　　　　　　コントローラ
　５５　　　　　　　　　　　バッテリコントローラ
　５６　　　　　　　　　　　内部バッテリ
　５７　　　　　　　　　　　バッテリ系統
　５９Ａ，５９Ｂ，５９Ｃ　　コネクタ
　５９Ａａ，５９Ａｂ　　　　コネクタ側接続検出用端子
　５９Ｂａ，５９Ｂｂ　　　　コネクタ側接続検出用端子
　５９Ｃａ，５９Ｃｂ　　　　コネクタ側接続検出用端子
　６０Ａ，６０Ｂ，６０Ｃ　　プラグ
　６０Ａａ，６０Ａｂ　　　　プラグ側接続検出用端子
　６０Ｂａ，６０Ｂｂ　　　　プラグ側接続検出用端子
　６０Ｃａ，６０Ｃｂ　　　　プラグ側接続検出用端子
　６９Ａ，６９Ｂ　　　　　　スライド板
　７１Ａ，７１Ｂ，７１Ｃ　　送電系統
　７３　　　　　　　　　　　共用系統
　７４Ａａ，７４Ａｂ　　　　開閉器
　７４Ｂａ，７４Ｂｂ　　　　開閉器
　７４Ｃａ，７４Ｃｂ　　　　開閉器
　７５Ａ，７５Ｂ，７５Ｃ　　リレー回路
　７６Ａ，７６Ｂ，７６Ｃ　　制御リレー
　７７Ａ，７７Ｂ　　　　　　リミットスイッチ
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【図９】 【図１０】
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